
4

入賞者一覧

《
特
別
賞
　

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》

札
幌
市
立
新
川
西
中
学
校

２
年

佐
藤　

奈
央

《
特
別
賞
　

北
海
道
立
文
学
館
賞
》

蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校

４
年

浜
田　

恵
伍

《
特
別
賞
　

北
海
道
歌
人
会
賞
》

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）

３
年

沖
口　

哉
音

《
特
別
賞
　

北
海
道
新
聞
社
賞
》

江
別
市
立
中
央
小
学
校

１
年

岡
本　

智
實

《
優
秀
賞
》

石
狩
市
立
緑
苑
台
小
学
校

２
年

石
坂　

友
絆

札
幌
市
立
有
明
小
学
校

３
年

武
井
咲
八
果

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校

４
年

長
沢　

惇
生

札
幌
市
立
美
し
が
丘
緑
小
学
校

５
年

江
口　

紘
生

札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校

３
年

土
島　

彩
愛

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
中
学
校

２
年

関
井　

悠
良

帯
広
北
高
等
学
校

３
年

林　
　

紗
葉

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

２
年

木
下　
　

颯

《
佳
作
》

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校

３
年

青
山　
　

湊

札
幌
市
立
中
央
小
学
校

２
年

橋
本　
　

作

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校

２
年

板
垣　

珠
実

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校

４
年

渡
邊　

奏
登

釧
路
町
立
知
方
学
小
学
校

６
年

木
下　

琉
衣

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校

６
年

松
尾　

柚
希

札
幌
市
立
伏
見
小
学
校

５
年

三
上　

紗
良

江
別
市
立
大
麻
中
学
校

２
年

横
山　

紗
雪

札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校

２
年

伊
藤　

咲
耶

市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校

３
年

神
谷　

瞭
介

苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校

３
年

三
浦　
　

星

北
嶺
中
学
校

１
年

川
村　
　

煌

旭
川
実
業
高
等
学
校

１
年

田
中　

優
月

帯
広
北
高
等
学
校

３
年

前
山　
　

仁

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

１
年

宮
腰　
　

葵

北
海
道
倶
知
安
農
業
高
等
学
校

３
年

横
山　

颯
大

《
入
選
》

北
広
島
市
立
東
部
小
学
校

３
年

多
門　

花
佳

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校

１
年

田
中　
　

歩

札
幌
市
立
新
札
幌
わ
か
ば
小
学
校

３
年

日
野
田
響
香

札
幌
市
立
日
新
小
学
校

２
年

今
野　

泰
地

札
幌
市
立
白
楊
小
学
校

１
年

駒
井　

翔
太

札
幌
市
立
八
軒
北
小
学
校

３
年

品
野　

由
衣

札
幌
市
立
東
苗
穂
小
学
校

３
年

岸
本　
　

雪

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校

３
年

寺
林　
　

伶

札
幌
市
立
前
田
小
学
校

１
年

石
岡　

樹
依

田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校

３
年

石
尾　

春
磨

仁
木
町
立
銀
山
小
学
校

３
年

田
中
菜
七
美

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校

４
年

鈴
木　
　

暉

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校

４
年

村
田　

龍
星

音
更
町
立
木
野
東
小
学
校

４
年

佐
藤　

颯
音

釧
路
市
立
鳥
取
西
小
学
校

６
年

山
根　

悠
聖

札
幌
市
立
北
白
石
小
学
校

５
年

鈴
木
こ
こ
ろ

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校

４
年

松
浦　

結
斗

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

６
年

小
笠
原
え
み
り

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

６
年

部
田　

梨
華

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

６
年

伊
藤　

聡
美

札
幌
市
立
西
野
第
二
小
学
校

６
年

山
内　

楷
斗

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校

６
年

中
田　

陽
色

札
幌
市
立
伏
古
小
学
校

５
年

吉
原　

悠
吾

札
幌
市
立
元
町
小
学
校

６
年

和
久
井
莉
子

苫
小
牧
市
立
清
水
小
学
校

４
年

川
﨑　

嵩
仁

中
標
津
町
立
中
標
津
東
小
学
校

４
年

横
山　

に
こ

広
尾
町
立
広
尾
小
学
校

５
年

藤
原　

好
花

北
斗
市
立
上
磯
小
学
校

５
年

佐
藤　
　

暁

北
斗
市
立
谷
川
小
学
校

４
年

神　
　

壱
星

厚
真
町
立
厚
南
中
学
校

２
年

鈴
木　

ゆ
ら

石
狩
市
立
樽
川
中
学
校

２
年

福
島　

美
月

恵
庭
市
立
恵
み
野
中
学
校

２
年

西
村　

日
向

帯
広
市
立
川
西
中
学
校

２
年

前
多　

夢
羽

札
幌
光
星
中
学
校

３
年

岡
本　

佳
晃

札
幌
市
立
定
山
渓
中
学
校

１
年

伝
法
谷
篤
人

札
幌
市
立
西
岡
中
学
校

１
年

奥
田　

佑
香

札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校

３
年

鮎
原　

颯
佑

札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校

３
年

宮
﨑　

杏
樹

札
幌
市
立
南
が
丘
中
学
校

２
年

中
嶋　

花
音

札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校

２
年

栗
栖　

有
咲

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校

２
年

大
日
向
賢
哉

苫
小
牧
市
立
啓
明
中
学
校

１
年

近
藤　

芦
羽

苫
小
牧
市
立
青
翔
中
学
校

２
年

清
澤　

侑
寿

苫
小
牧
市
立
和
光
中
学
校

２
年

奥
井　

杏
紗

立
命
館
慶
祥
中
学
校

１
年

戸
澤
茉
秀
子

帯
広
北
高
等
学
校

２
年

増
井　

謙
太

入
賞
者
一
覧
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応募状況・団体応募一覧

帯
広
北
高
等
学
校

３
年

安
達　
　

滉

帯
広
北
高
等
学
校

３
年

髙
橋　

聖
也

北
海
高
等
学
校

１
年

矢
口　

蒼
真

北
海
道
旭
川
工
業
高
等
学
校

３
年

二
本
柳
和
記

北
海
道
石
狩
南
高
等
学
校

１
年

松
倉　

匡
耶

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

１
年

橋
本　

遼
人

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

１
年

本
間　

海
里

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

１
年

本
間　

結
衣

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

２
年

竹
中　

來
南

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

１
年

池
田　

雄
喜

北
海
道
釧
路
工
業
高
等
学
校（
定
時
制
）

２
年

真
鍋　

希
来

北
海
道
札
幌
北
陵
高
等
学
校

３
年

三
浦　

佳
恋

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校

３
年

目
黒　

夏
那

酪
農
学
園
大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校 

１
年

鎌
田　

真
子

〇
応
募
状
況

　

応
募
全
作
品　
　
　
　
　

六
，九
二
一
首

　

小
学
一
～
三
年
生
の
部　

五
二
首

　

小
学
四
～
六
年
生
の
部　

一
，七
五
三
首

　

中
学
生
の
部　
　
　
　
　

三
，四
二
一
首

　

高
校
生
の
部　
　
　
　
　

一
，六
九
五
首

【
団
体
応
募
】

　

小
学
校　
　
　
　

四
三
校　

　

中
学
校　
　
　
　

五
八
校　

　

高
等
学
校　
　
　

十
四
校

　

義
務
教
育
学
校 

二 

校

　

特
別
支
援
学
校　

六
校　
　
　
　

　

そ
の
他　
　
　
　

一
団
体

団
体
応
募
一
覧

旭
川
市
立
高
台
小
学
校
／
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校
／
旭
川

市
立
永
山
小
学
校
／
石
狩
市
立
浜
益
小
学
校
／
岩
見
沢
市

立
日
の
出
小
学
校
／
遠
軽
町
立
丸
瀬
布
小
学
校
／
小
樽
市

立
稲
穂
小
学
校
／
小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校
／
小
樽
市
立
高

島
小
学
校
／
音
更
町
立
木
野
東
小
学
校
／
音
更
町
立
駒
場

小
学
校
／
音
更
町
立
柳
町
小
学
校
／
釧
路
市
立
愛
国
小
学

校
／
釧
路
町
立
知
方
学
小
学
校
／
札
幌
市
立
小
野
幌
小
学

校
／
札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校
／
札
幌
市
立
三
角
山
小
学

校
／
札
幌
市
立
篠
路
小
学
校
／
札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

／
札
幌
市
立
手
稲
鉄
北
小
学
校
／
札
幌
市
立
屯
田
南
小
学

校
／
札
幌
市
立
西
野
第
二
小
学
校
／
札
幌
市
立
ひ
ば
り
が

丘
小
学
校
／
札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校
／
札
幌
市
立
北
都

小
学
校
／
更
別
村
立
更
別
小
学
校
／
苫
小
牧
市
立
清
水
小

学
校
／
中
富
良
野
町
立
宇
文
小
学
校
／
名
寄
市
立
名
寄
西

小
学
校
／
仁
木
町
立
銀
山
小
学
校
／
仁
木
町
立
仁
木
小
学

校
／
登
別
市
立
青
葉
小
学
校
／
函
館
市
立
あ
さ
ひ
小
学
校

／
函
館
市
立
千
代
田
小
学
校
／
函
館
市
立
南
茅
部
小
学
校

／
広
尾
町
立
広
尾
小
学
校
／
北
斗
市
立
上
磯
小
学
校
／
北

斗
市
立
谷
川
小
学
校
／
北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学

校
／
む
か
わ
町
立
穂
別
小
学
校
／
湧
別
町
立
中
湧
別
小
学

校
／
蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校
／
稚
内
市
立
稚
内
東
小
学
校

／
旭
川
市
立
神
楽
中
学
校
／
旭
川
市
立
神
居
中
学
校
／
旭

川
市
立
啓
北
中
学
校
／
旭
川
市
立
広
陵
中
学
校
／
旭
川
市

立
忠
和
中
学
校
／
厚
真
町
立
厚
真
中
学
校
／
厚
真
町
立
厚

南
中
学
校
／
網
走
市
立
第
三
中
学
校
／
石
狩
市
立
樽
川
中

学
校
／
石
狩
市
立
花
川
南
中
学
校
／
岩
見
沢
市
立
上
幌
向

中
学
校
／
岩
見
沢
市
立
北
村
中
学
校
／
枝
幸
町
立
枝
幸
中

学
校
／
恵
庭
市
立
恵
み
野
中
学
校
／
江
別
市
立
大
麻
中
学

校
／
江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校
／
小
樽
市
立
西
陵
中
学
校

／
帯
広
市
立
川
西
中
学
校
／
北
見
市
立
光
西
中
学
校
／
北

見
市
立
南
中
学
校
／
釧
路
市
立
共
栄
中
学
校
／
釧
路
市
立

鳥
取
西
中
学
校
／
釧
路
町
立
別
保
中
学
校
／
黒
松
内
町
立

黒
松
内
中
学
校
／
札
幌
市
立
厚
別
南
中
学
校
／
札
幌
市
立

稲
積
中
学
校
／
札
幌
市
立
新
川
西
中
学
校
／
札
幌
市
立
中

央
中
学
校
／
札
幌
市
立
稲
陵
中
学
校
／
札
幌
市
立
屯
田
北

中
学
校
／
札
幌
市
立
西
岡
中
学
校
／
札
幌
市
立
東
白
石
中

学
校
／
札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校
／
札
幌
市
立
平
岸
中
学

校
／
札
幌
市
立
福
移
中
学
校
／
札
幌
市
立
藤
野
中
学
校
／

札
幌
市
立
北
都
中
学
校
／
札
幌
市
立
前
田
中
学
校
／
札
幌

市
立
真
駒
内
中
学
校
／
札
幌
市
立
南
が
丘
中
学
校
／
札
幌

市
立
宮
の
丘
中
学
校
／
砂
川
市
立
砂
川
中
学
校
／
壮
瞥
町

立
壮
瞥
中
学
校
／
伊
達
市
立
光
陵
中
学
校
／
千
歳
市
立
千

歳
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
青

翔
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
凌
雲
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
和

光
中
学
校
／
奈
井
江
町
立
奈
井
江
中
学
校
／
登
別
市
立
西

陵
中
学
校
／
登
別
市
立
登
別
中
学
校
／
東
神
楽
町
立
東
神

楽
中
学
校
／
松
前
町
立
松
前
中
学
校
／
室
蘭
市
立
桜
蘭
中

学
校
／
八
雲
町
立
熊
石
中
学
校
／
立
命
館
慶
祥
中
学
校
／

和
寒
町
立
和
寒
中
学
校
／
旭
川
実
業
高
等
学
校
／
帯
広
北

高
等
学
校
／
北
海
道
旭
川
工
業
高
等
学
校
／
北
海
道
網
走

南
ケ
丘
高
等
学
校
／
北
海
道
大
空
高
等
学
校
／
北
海
道
小

樽
水
産
高
等
学
校
／
北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校
／

北
海
道
釧
路
工
業
高
等
学
校（
全
日
制
・
定
時
制
）／
北
海

道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）／
北
海
道
倶
知
安
農
業

高
等
学
校
／
北
海
道
札
幌
白
石
高
等
学
校
／
北
海
道
富
良

野
高
等
学
校
／
北
海
道
夕
張
高
等
学
校
／
酪
農
学
園
大
学

附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
／
北
見
市
立
お
ん
ね
ゆ
学

園
／
斜
里
町
立
知
床
ウ
ト
ロ
学
校
／
北
海
道
旭
川
盲
学
校　

／
北
海
道
網
走
養
護
学
校
／
北
海
道
札
幌
視
覚
支
援
学
校

／
北
海
道
新
篠
津
高
等
養
護
学
校
／
北
海
道
函
館
盲
学
校

／
北
海
道
函
館
聾
学
校
／
国
語
専
門
塾
み
が
く
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講評

第
17
回 

北
海
道 

小･

中･

高
生 

短
歌
コ
ン
テ
ス
ト　
【
講
評
】

歌
人
・（
公
財
）北
海
道
文
学
館
監
事
　
阿
知
良
　
光
治　

　

今
回
の
応
募
者
は
、昨
年
よ
り
一
，四
〇
七
名
多
い
六
，九
二
一
名
で
し
た
。応
募
学
校
数
は
一
二
三
校
で
、特
別
支
援
学
校
が
六
校
あ
り
、学
習

塾
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。
第
一
次
審
査
通
過
者
は
三
一
七
名
、
第
二
次
審
査
に
残
っ
た
の
は
二
五
四
名
、そ
の
う
ち
入
賞
者
は
八
八
名
で

し
た
。
審
査
に
当
た
る
私
た
ち
は「
今
年
も
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
え
ま
す
よ
う
に
」と
期
待
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
に
当
た
り
ま

し
た
。
入
選
以
上
の
作
品
は
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た
い
ず
れ
も
優
秀
な
作
品
で
す
。
こ
れ
か
ら
応
募
す
る
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る
作
品
だ
と
思

い
ま
す
。で
も
、そ
っ
く
り
真
似
た
り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。今
年
も
、前
に
他
の
人
が
応
募
し
た
作
品
と
同
じ
作
品
を
応
募
し
た
人
が
い
ま
し

た
が
、審
査
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。同
じ
テ
ー
マ
で
も
自
分
な
り
の
言
葉
を
工
夫
し
て
作
り
、応
募
し
ま
し
ょ

う
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
作
品
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
日
常
の
生
活
で
の
喜
び
や
苦
し
み
を
素
直
に
表
現
す
る
こ
と
で
読
む
人
の

心
に
届
く
よ
い
短
歌
が
生
ま
れ
ま
す
。
最
終
審
査
に
残
っ
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
発
達
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
身
の
回
り
の
生
活

の
様
子
が
素
直
に
う
た
わ
れ
て
お
り
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
な
か
で
も
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
、
独
自
の
見

方
・
考
え
方
が
際
立
っ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
の
暮
し
の
中
で
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
皆
さ
ん
な
り
の
言
葉
で
飾
ら
ず
に
表
現
し
た
新
鮮
な
作
品
に
出
合
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
掲
載
は
部
門
別
に
学
校
名
の
五
十
音
順
。同
学
校
内
で
は
学
年
順
、同
学
年
内
で
は
氏
名
の
五
十
音
順
。

〔
各
作
品
の
講
評
執
筆
〕　

特
別
賞
／
優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
小
学
生
の
部
）　

阿
知
良
光
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
中
学
生
・
高
校
生
の
部
）　

吉
田　

理
恵
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《特別賞　北海道教育委員会教育長賞》

《
特
別
賞
　
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》

指
揮
棒
が
方
向
転
換
そ
の
一
瞬
ま
た
流
れ
出
る
新
し
い
音

 

札
幌
市
立
新
川
西
中
学
校 

２
年 

佐
藤
　
奈
央

【
講
評
】演
奏
会
の
様
子
で
あ
ろ
う
。
指
揮
者
が
振
っ
て
い
る
指
揮
棒
が
、
さ
っ
と
別
な
方
向
へ
向
い
た
と
た
ん
新
た
な
音

楽
が
流
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
演
奏
会
の
音
楽
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
様
子
を
、
指
揮
者
の
指
揮
棒
に
焦
点
を
当

て
た
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
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《特別賞　北海道立文学館賞》

《
特
別
賞
　
北
海
道
立
文
学
館
賞
》

あ
め
あ
が
り
か
べ
に
は
り
つ
く
か
た
つ
む
り
あ
し
た
は
ど
こ
へ
ひ
っ
こ
す
の
か
な

 

蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校 

４
年 

浜
田
　
恵
伍

【
講
評
】雨
が
上
が
り
、
明
る
く
な
っ
た
家
の
壁
に
カ
タ
ツ
ム
リ
が
張
り
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
発
見
し
た
時
、

ふ
っ
と「
あ
し
た
は
ど
こ
へ
ひ
っ
こ
す
の
か
な
」と
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
す
な
お
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
こ
の

作
品
を
新
鮮
な
も
の
に
し
て
い
る
。
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《特別賞　北海道歌人会賞》

《
特
別
賞
　
北
海
道
歌
人
会
賞
》

僕
は
ま
だ
大
人
の
自
覚
は
持
ち
き
れ
ず
急
な
成
人
齢
十
八

 
北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
） 

３
年 

沖
口
　
哉
音

【
講
評
】今
ま
で
の
法
律
で
は
二
十
歳
か
ら
が
成
人
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
法
律
で
は
十
八
歳
か
ら
を
成
人
と
認
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
作
者
は
十
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
そ
の
自
覚
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
戸

惑
い
を
作
品
に
し
た
と
こ
ろ
が
新
鮮
で
高
い
評
価
と
な
っ
た
。
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《特別賞 北海道新聞社賞》

《
特
別
賞 

北
海
道
新
聞
社
賞
》

な
つ
や
す
み
こ
と
し
も
い
た
よ
と
ん
ぼ
さ
ん
お
じ
ぎ
し
て
か
ら
ま
た
お
お
ぞ
ら
へ

 

江
別
市
立
中
央
小
学
校 

１
年 

岡
本
　
智
實

【
講
評
】夏
休
み
に
な
っ
て
、
初
め
て
会
っ
た
ト
ン
ボ
に
対
し
て
の
優
し
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
特
に「
お
じ

ぎ
し
て
か
ら
ま
た
お
お
ぞ
ら
へ
」と
ト
ン
ボ
を
擬
人
化
し
、
お
じ
ぎ
を
し
て
か
ら
ま
た
大
空
へ
飛
ん
で
行
っ
た
と

い
う
表
現
が
子
供
ら
し
く
初
々
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
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《優秀賞》　小学一〜三年生の部

《
優
秀
賞
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部
　

 

た
た
か
う
よ
水
で
っ
ぽ
う
で
に
い
ち
ゃ
ん
と
え
が
お
の
上
に
に
じ
が
か
か
っ
た

 

石
狩
市
立
緑
苑
台
小
学
校 

２
年 

石
坂
　
友
絆

【
講
評
】兄
弟
で
水
鉄
砲
で
遊
ん
で
い
る
様
子
を
作
品
に
し
て
い
て
微
笑
ま
し
い
。
お
兄
ち
ゃ
ん
へ
向
か
っ
て
放
っ
た
水
鉄
砲

の
水
に
虹
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
お
兄
ち
ゃ
ん
の「
え
が
お
の
上
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
る
。

こ
わ
か
っ
た
空
を
と
ん
だ
り
回
っ
た
り
二
ど
と
の
ら
な
い
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

 

札
幌
市
立
有
明
小
学
校 

３
年 

武
井
咲
八
果

【
講
評
】ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
時
の
体
験
を
作
品
に
し
て
新
鮮
で
あ
る
。
と
く
に
怖
か
っ
た
様
子
が
具
体
的
に

「
と
ん
だ
り
回
っ
た
り
」と
表
現
し「
二
ど
と
の
ら
な
い
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
」と
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
成
功

し
て
い
る
。
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《優秀賞》　小学四〜六年生の部

小
学
四
〜
六
年
生
の
部
　

 
め
の
ま
え
を
び
ゅ
ん
と
と
お
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
夏
の
は
じ
ま
り
お
し
え
て
く
れ
た

 

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校 

４
年 

長
沢
　
惇
生

【
講
評
】最
近
あ
ま
り
目
に
し
な
い
オ
ニ
ヤ
ン
マ
を
見
た
時
の
作
品
で
、「
夏
の
は
じ
ま
り
お
し
え
て
く
れ
た
」と
い
う
自
分

な
り
の
表
現
が
こ
の
作
品
を
引
き
締
ま
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
。
上
の
句
の「
め
の
ま
え
を
び
ゅ
ん
と
と
お
る
」も

子
供
ら
し
い
生
き
生
き
と
し
た
表
現
で
好
感
を
持
っ
た
。

糸
た
ら
し
心
を
無
に
し
て
引
き
を
待
つ
か
す
か
に
ひ
び
く
海
風
の
音

 

札
幌
市
立
美
し
が
丘
緑
小
学
校 

５
年 

江
口
　
紘
生

【
講
評
】魚
釣
り
の
体
験
を
高
学
年
ら
し
い
趣
の
あ
る
表
現
で
、
引
き
締
ま
っ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
特
に「
糸
た
ら
し
心

を
無
に
し
て
」と
静
か
に
引
き
を
待
つ
様
子
が
具
体
的
で
、
さ
ら
に
下
の
句
の「
か
す
か
に
ひ
び
く
海
風
の
音
」と

あ
り
心
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
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《優秀賞》　中学生の部

中
学
生
の
部
　

 
故
事
成
語
平
方
根
に
現
在
完
了
勉
強
だ
ら
け
の
勝
負
の
夏

 

札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校 

３
年 

土
島
　
彩
愛

【
講
評
】高
校
受
験
に
向
け
て
国
語
、
数
学
、
英
語
に
と
懸
命
に
勉
強
に
励
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
る
。
ま
さ
に
勝
負
の
夏

休
み
な
の
だ
ろ
う
。
た
た
み
込
む
よ
う
に「
故
事
成
語
平
方
根
に
現
在
完
了
」と
し
て
い
て
こ
の
場
合
は
生
き
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
頑
張
っ
て
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

知
り
た
い
の
学
び
始
め
た
心
理
学
闇
に
隠
れ
た
あ
な
た
の
気
持
ち

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
中
学
校 

２
年 

関
井
　
悠
良

【
講
評
】授
業
で
心
理
学
を
学
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
初
句
を「
知
り
た
い
の
」と
し
て
あ
ふ
れ
る
気
持
ち
が
伝
わ
る
。
好
き
な

人
の
本
心
を
知
り
た
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。「
心
理
学
」を
詠よ

み
込
ん
だ
こ
と
で
大
人
び
た
雰
囲
気
が
出
て
い
る
。
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《優秀賞》　高校生の部

高
校
生
の
部
　

 
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
振
り
の
お
祭
り
で
あ
な
た
と
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま
る

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

林
　
　
紗
葉

【
講
評
】高
校
生
活
は
ず
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
。
三
年
振
り
の
お
祭
り
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
祭
り
の
機
会

に
も
っ
と
親
し
く
な
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
た
の
だ
。
素
直
な
気
持
ち
が
過
不
足
な
く
詠う
た

わ
れ
て
い
る
。

い
つ
の
日
か
父
を
も
越
え
る
ホ
タ
テ
獲
り
追
い
か
け
て
き
た
大
き
な
背
中

 

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 

２
年 

木
下
　
　
颯

【
講
評
】父
は
ホ
タ
テ
漁
師
な
の
だ
ろ
う
。
自
分
も
父
を
目
標
に
同
じ
道
を
歩
も
う
と
し
て
、
い
つ
か
は
父
以
上
の
漁
師
に
な

ろ
う
と
も
思
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
気
持
ち
を
上
手
に
三
十
一
音
に
ま
と
め
て
い
る
。
良
い
親
子
関
係
を
も
窺う
か
が
え

る
一
首
だ
。
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《佳作》　小学一〜三年生の部

《
佳　

作
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部

あ
っ
見
え
た
四
角
い
頭
知
床
で
黒
く
光
っ
た
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ

 

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校 

３
年 

青
山
　
　
湊

【
講
評
】知
床
の
海
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
た
時
の
様
子
を
感
動
的
に
表
現
し
て
い
る
。
特
に
、
初
句
に「
あ
っ
見
え
た
」と
端
的
に
伝

え「
四
角
い
頭
」が「
黒
く
光
っ
た
」と
よ
く
観
察
し
、
見
た
ま
ま
を
具
体
的
な
言
葉
で
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

な
き
虫
で
お
か
し
う
ば
う
し
す
ぐ
た
た
く
だ
け
ど
か
わ
い
い
ぼ
く
の
い
も
う
と

 

札
幌
市
立
中
央
小
学
校 

２
年 

橋
本
　
　
作

【
講
評
】妹
の
日
常
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
て
、「
な
き
虫
で
お
か
し
う
ば
う
し
す
ぐ
た
た
く
」な
ど
否
定
的
に
言
い
な
が
ら
一
転
し

て「
だ
け
ど
か
わ
い
い
ぼ
く
の
い
も
う
と
」と
最
後
に
締
め
く
く
っ
た
と
こ
ろ
で
成
功
し
て
い
る
。

学
校
の
ア
サ
ガ
オ
の
花
ピ
ン
ク
か
ら
き
れ
い
な
青
へ
ド
レ
ス
を
か
え
る

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校 

２
年 

板
垣
　
珠
実

【
講
評
】学
校
で
育
て
て
い
る
朝
顔
の
花
を
い
つ
も
観
察
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
初
め
ピ
ン
ク
だ
っ
た
花
が
き
れ
い
な
青
に
変
わ
っ
た

不
思
議
さ
を「
ド
レ
ス
を
か
え
る
」と
と
ら
え
た
と
こ
ろ
が
可
愛
ら
し
く
て
微
笑
ま
し
い
。
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《佳作》　小学四〜六年生の部

小
学
四
〜
六
年
生
の
部

ひ
ま
わ
り
は
い
つ
も
太
陽
見
つ
め
て
る
そ
ん
な
に
見
て
て
ま
ぶ
し
く
な
い
の

 

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校 

４
年 

渡
邊
　
奏
登

【
講
評
】太
陽
の
方
ば
か
り
見
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
子
供
ら
し
い
表
現
で
好
感
を
持
っ
た
。

特
に
ヒ
マ
ワ
リ
に
語
り
か
け
て
い
る「
そ
ん
な
に
見
て
て
ま
ぶ
し
く
な
い
の
」で
気
持
ち
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

楽
し
み
は
今
日
だ
け
夜
空
に
さ
く
花
を
わ
た
あ
め
か
た
手
に
見
上
げ
待
つ
時

 

釧
路
町
立
知
方
学
小
学
校 

６
年 

木
下
　
琉
衣

【
講
評
】花
火
大
会
の
花
火
を「
夜
空
に
さ
く
花
」に
喩た
と

え
、
今
日
だ
け
夜
空
に
咲
く
花
と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
斬
新
で
高
学
年
ら
し
い
。
し

か
し
、
初
句
の「
楽
し
み
は
」は
や
や
一
般
的
で
平
凡
に
な
る
の
で
別
な
言
葉
を
工
夫
す
る
と
さ
ら
に
良
い
作
品
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。

夏
休
み
家
族
で
い
っ
た
京
都
旅
行
立
派
な
お
寺
と
汗
の
坂
道

 

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校 

６
年 

松
尾
　
柚
希

【
講
評
】夏
休
み
に
家
族
と
行
っ
た
京
都
旅
行
の
思
い
出
を
作
品
に
し
て
い
る
。「
立
派
な
お
寺
」で
も
好い

い
が
具
体
的
な
寺
の
名
前
を
入

れ
る
と
さ
ら
に
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
寺
と
の
対
比
と
し
て「
汗
の
坂
道
」と
自
分
に
引
き
付
け
て
表
現
し
た
と
こ
ろ
が

作
者
ら
し
い
言
葉
と
し
て
特
に
良
い
評
価
と
な
っ
た
。

技
み
が
き
鉄
ぼ
う
強
く
に
ぎ
り
し
め
ぐ
る
ん
ぐ
る
ん
と
世
界
を
ま
わ
す

 

札
幌
市
立
伏
見
小
学
校 
５
年 

三
上
　
紗
良

【
講
評
】鉄
棒
の
技
を
作
品
化
し
て
高
学
年
ら
し
く
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
練
習
を
重
ね
鉄
棒
の
技
を
磨
い
て「
ぐ
る
ん
ぐ
る
ん
」と
い
う
勢

い
の
あ
る
表
現
で
、「
世
界
を
ま
わ
す
」が
特
に
壮
大
な
表
現
で
好
感
を
持
っ
た
。
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《佳作》　中学生の部

中
学
生
の
部

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
ぬ
心
と
見
え
ぬ
顔
マ
ス
ク
に
隠
す
本
音
と
ニ
キ
ビ

 

江
別
市
立
大
麻
中
学
校 

２
年 

横
山
　
紗
雪

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
で
必
須
の
マ
ス
ク
に
色
々
な
思
い
を
込
め
て
詠う
た

っ
て
い
る
。
顔
全
体
が
見
え
な
い
こ
と
が
、
心
を
も
見
え
な
く
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
こ
と
に
ニ
キ
ビ
も
隠
す
と
い
う
表
現
に
ユ
ー
モ
ア
も
感
じ
る
。

交
差
点
こ
こ
で
君
と
の
待
ち
合
わ
せ
も
う
信
号
は
四
度
目
の
赤

 

札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校 

２
年 

伊
藤
　
咲
耶

【
講
評
】好
き
な
人
と
の
待
ち
合
わ
せ
だ
ろ
う
か
。
交
差
点
の
信
号
は
す
で
に
四
回
も
変
わ
っ
て
い
る
が
君
は
現
れ
な
い
。
赤
信
号
は
君

が
ま
だ
現
れ
な
い
不
安
を
象
徴
し
て
い
る
。
淡
々
と
事
実
だ
け
を
詠
っ
た
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
動
作
を
華
麗
に
盗
め
て
も
あ
の
子
の
心
は
盗
め
ず
に
い
る 

 

市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校 

３
年 

神
谷
　
瞭
介

【
講
評
】ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
動
作
を
盗
む
の
も
大
変
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
あ
の
子
の
心
は
盗
め
ず
に
い
る
。
同
じ「
盗
む
」で
も
動
作

(

技)

と
心
で
意
味
合
い
が
違
う
も
の
を
詠よ

み
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
巧
み
だ
。

水
飲
み
場
マ
ス
ク
外
し
て
息
を
吸
う
初
め
て
感
じ
る
校
舎
の
香
り

 

苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校 

３
年 

三
浦
　
　
星

【
講
評
】ず
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
学
生
生
活
。
学
校
で
マ
ス
ク
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
が
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
瞬
時
に
校
舎
の
香
り
を

感
じ
た
の
だ
。
一
瞬
の
感
覚
を
詠
っ
た
と
て
も
新
鮮
な
歌
だ
。

教
室
に
鳴
り
響
く
の
は
蟬
時
雨
か
き
消
さ
れ
て
い
く
声
も
鼾
も

 

北
嶺
中
学
校 
１
年 

川
村
　
　
煌

【
講
評
】大
音
量
の
蝉
の
声
に
か
き
消
さ
れ
て
い
く
の
は
先
生
の
声
か
。
鼾い
び
きも
か
き
消
さ
れ
て
居
眠
り
を
す
る
生
徒
も
気
づ
か
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。
夏
の
の
ど
か
な
授
業
風
景
を
良
く
捉
え
た
歌
と
な
っ
た
。
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《佳作》　高校生の部

高
校
生
の
部

療
養
中
打
ち
上
げ
花
火
に
耳
す
ま
す
や
は
り
こ
の
眼
で
見
て
み
た
か
っ
た

 

旭
川
実
業
高
等
学
校 

１
年 

田
中
　
優
月

【
講
評
】コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
自
宅
療
養
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
打
ち
上
げ
花
火
の
音
だ
け
が
虚
し
く
聞
こ

え
て
く
る
。
話
し
言
葉
の
よ
う
な
歌
が
素
直
な
気
持
ち
を
引
き
立
て
て
い
る
。

実
家
に
は
帰
れ
ず
寮
で
ぼ
っ
ち
飯
母
の
ご
は
ん
が
早
く
食
べ
た
い

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

前
山
　
　
仁

【
講
評
】実
家
に
帰
れ
な
い
の
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
移
動
制
限
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
寮
の
食
事
は
個
食
、
黙
食
だ
ろ
う
か
。
母
の
愛
情

が
こ
も
っ
た
手
料
理
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味
わ
い
た
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

下
鴨
は
糺た
だ
すの
森
の
木
漏
れ
日
に
思
い
を
馳
せ
て
め
く
る
古
本

 
北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 

１
年 

宮
腰
　
　
葵

【
講
評
】京
都
の
下
鴨
神
社
境
内
に
広
大
な
糺
の
森
が
あ
る
。
毎
年
、
古
本
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
木
漏
れ
日
の
中
で
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
古
本
選
び
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
高
尚
で
雰
囲
気
の
あ
る
歌
に
仕
上
が
っ
た
。

母
牛
の
生
を
感
じ
て
立
ち
上
が
る
子
牛
の
姿
う
つ
く
し
き
か
な

 

北
海
道
倶
知
安
農
業
高
等
学
校 
３
年 

横
山
　
颯
大

【
講
評
】高
校
の
実
習
で
牛
の
出
産
に
立
ち
会
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
立
ち
会
い
、
農
業
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ「
う
つ
く
し
き
か
な
」が

生
き
て
く
る
。
命
を
愛
お
し
む
実
感
だ
ろ
う
。
作
者
の
温
か
い
眼
差
し
を
感
じ
る
。
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《入選》　小学一〜三年生の部

《
入　

選
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部

兄
キ
ャ
ン
プ
今
日
は
う
れ
し
い
一
人
っ
子
ポ
テ
チ
は
ぜ
ん
ぶ
あ
た
し
の
も
の
よ

 

北
広
島
市
立
東
部
小
学
校 

３
年 

多
門
　
花
佳

【
講
評
】兄
が
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
の
で
、
自
分
は
自
由
に
過
ご
せ
る
と
い
う
気
持
ち
の
よ
く
表
れ
た
作
品
で
あ
る
。
普
段
は
何
か
と
兄

と
比
較
さ
れ
た
り
、
先
取
り
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
今
日
は
う
れ
し
い
一
人
っ
子
」が
き
っ
ぱ
り
言
い
切
っ
て
い

て
面
白
い
。

や
っ
て
き
た
ま
え
か
ら
せ
ま
る
て
き
チ
ー
ム
か
わ
し
て
き
め
る
ぞ
シ
ュ
ー
ト
を
ど
ん

 

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校 

１
年 

田
中
　
　
歩

【
講
評
】サ
ッ
カ
ー
を
題
材
に
し
て
、
臨
場
感
の
あ
る
生
き
生
き
し
た
表
現
で
真
に
せ
ま
っ
て
く
る
。
下
の
句
の「
か
わ
し
て
き
め
る
ぞ

シ
ュ
ー
ト
を
ど
ん
」も
作
者
ら
し
い
表
現
で
実
感
が
良
く
出
て
い
る
。

ふ
わ
ふ
わ
で
赤
い
ハ
ー
ト
の
オ
ム
ラ
イ
ス
お
い
し
い
ご
は
ん
マ
マ
あ
り
が
と
う

 

札
幌
市
立
新
札
幌
わ
か
ば
小
学
校 

３
年 

日
野
田
響
香

【
講
評
】オ
ム
ラ
イ
ス
に
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
描
か
れ
た
ハ
ー
ト
が
新
鮮
で
、
可
愛
い
感
じ
が
よ
く
出
て
い
る
。
そ
れ
も
、
お
母
さ
ん
の
手

作
り
の
オ
ム
ラ
イ
ス
で「
マ
マ
あ
り
が
と
う
」が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

は
じ
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
の
た
び
で
外
に
出
る
風
の
む
こ
う
に
り
し
り
が
見
え
た

 

札
幌
市
立
日
新
小
学
校 
２
年 

今
野
　
泰
地

【
講
評
】初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
の
旅
で
の
様
子
を
作
品
に
し
て
い
る
が
、「
風
の
む
こ
う
に
」の
捉
え
方
が
個
性
的
で
良
か
っ
た
。「
り
し

り
」と
い
う
地
名
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。
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《入選》　小学一〜三年生の部

な
が
か
っ
た
や
っ
と
ぬ
け
た
よ
こ
ど
も
の
は
う
し
ろ
に
ま
っ
て
い
た
お
と
な
の
は

 

札
幌
市
立
白
楊
小
学
校 

１
年 

駒
井
　
翔
太

【
講
評
】自
分
の
歯
が
生
え
変
わ
る
こ
と
を
作
品
に
す
る
と
い
う
目
の
付
け
所
が
面
白
い
。
子
供
の
歯
か
ら
、
大
人
の
歯
に
変
わ
る
様
子

を「
や
っ
と
ぬ
け
た
よ
こ
ど
も
の
は
」と「
う
し
ろ
に
ま
っ
て
い
た
お
と
な
の
は
」と
対
比
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
良
い
。

ち
い
さ
く
て
お
お
き
い
こ
え
の
お
じ
ょ
う
さ
ま
か
わ
い
い
子
だ
な
お
は
な
の
よ
う
だ

 

札
幌
市
立
八
軒
北
小
学
校 

３
年 

品
野
　
由
衣

【
講
評
】小
さ
な
女
の
子
を「
お
じ
ょ
う
さ
ま
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
子
供
ら
し
く
て
か
わ
い
い
。
そ
の
女
の
子
を「
お
は
な
」に
喩た
と

え
た

と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
が
評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
比ひ

ゆ喩
を
用
い
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
な
る
。

お
に
ご
っ
こ
リ
レ
ー
せ
ん
し
ゅ
の
え
な
ち
ゃ
ん
は
は
や
い
は
や
い
よ
つ
か
ま
り
ま
せ
ん

 

札
幌
市
立
東
苗
穂
小
学
校 

３
年 

岸
本
　
　
雪

【
講
評
】運
動
会
の
リ
レ
ー
の
選
手
だ
っ
た「
え
な
ち
ゃ
ん
」は
足
が
速
い
の
で
、
鬼
ご
っ
こ
で
も
捕
ま
ら
な
い
と
い
う
、
な
ん
と
も
子
供

ら
し
い
捉
え
方
で
好
感
を
持
っ
た
。
下
の
句
の
表
現
も
小
学
生
ら
し
さ
が
出
て
お
り
微
笑
ま
し
い
作
品
で
あ
る
。

ひ
つ
じ
の
毛
ふ
と
ん
に
し
た
ら
気
持
ち
い
い
な
つ
い
た
ひ
つ
じ
連
れ
て
帰
ろ
う

 

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校 

３
年 

寺
林
　
　
伶

【
講
評
】羊
ケ
丘
の
羊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
身
近
で
見
た
羊
を
手
で
触
っ
て
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ワ
フ
ワ
し
て
い
て「
ふ
と
ん
に
し
た

ら
気
持
ち
い
い
」と
い
う
発
想
が
面
白
い
。
な
つ
い
て
き
た
の
で
連
れ
て
帰
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
素
直
な
気
持
ち
を

表
現
し
て
い
て
好
ま
し
い
。

ま
よ
な
か
に
い
と
こ
と
の
っ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
つ
き
の
ブ
ラ
ン
コ
ゆ
れ
て
る
み
た
い

 

札
幌
市
立
前
田
小
学
校 
１
年 

石
岡
　
樹
依

【
講
評
】キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
時
の
情
景
な
の
で
あ
ろ
う
。
い
と
こ
の
乗
っ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
揺
れ
て
い
る
の
を
見
て
の
作
品
だ
が「
つ

き
の
ブ
ラ
ン
コ
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
。
作
者
の
感
性
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
。
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《入選》　小学一〜三年生の部

き
れ
い
だ
な
こ
ぼ
れ
た
絵
の
具
空
に
溶
け
帰
ろ
う
ま
た
ね
夕
焼
け
小
焼
け

 

田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校 

３
年 

石
尾
　
春
磨

【
講
評
】夕
焼
け
の
空
の
色
を
絵
の
具
に
喩
え
た
と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
品
の
評
価
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
絵
の
具
が
空
に
と
け
た
様
子

を「
き
れ
い
だ
な
」と
初
句
に
置
き
、
下
の
句
を「
帰
ろ
う
ま
た
ね
夕
焼
け
小
焼
け
」と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
表
現
が
効
果
的
で
あ
る
。

ミ
ン
ミ
ン
ジ
ー
き
こ
え
て
き
た
よ
せ
み
の
声
夏
が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
ね

 

仁
木
町
立
銀
山
小
学
校 

３
年 

田
中
菜
七
美

【
講
評
】蝉
の
声
は
夏
が
近
づ
く
合
図
で
あ
る
と
感
じ
、
端
的
に「
も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
ね
」と
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
言
葉
が
心
地

よ
い
。
初
句
の
蝉
の
鳴
き
声
も
工
夫
が
あ
り
効
果
的
で
あ
る
。
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《入選》　小学四〜六年生の部

小
学
四
〜
六
年
生
の
部

 

学
校
の
も
ん
の
近
く
の
さ
く
ら
の
木
ぼ
く
を
む
か
え
て
花
ま
い
お
り
る

 

岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校 

４
年 

鈴
木
　
　
暉

【
講
評
】登
校
中
、
学
校
の
門
に
近
づ
く
と
満
開
の
桜
が
散
っ
て
自
分
を
迎
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
見
た
り
感

じ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
端
的
に
表
現
し
て
好
感
が
持
て
る
。

見
上
げ
る
と
太
陽
み
た
い
な
濃
い
黄
色
ど
こ
ま
で
の
び
る
ぼ
く
の
ひ
ま
わ
り

 

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校 

４
年 

村
田
　
龍
星

【
講
評
】自
分
の
背
丈
よ
り
も
高
い
ヒ
マ
ワ
リ
を
見
上
げ
て
い
る
。
そ
の
ヒ
マ
ワ
リ
に「
ど
こ
ま
で
の
び
る
」と
声
を
か
け
て
い
る
様
子
が

好
ま
し
い
。「
ぼ
く
の
ひ
ま
わ
り
」と
言
っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
種
を
蒔
い
て
育
て
た
ヒ
マ
ワ
リ
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

さ
っ
ぽ
ろ
の
ホ
テ
ル
に
と
ま
る
か
ぞ
く
で
ね
ち
か
て
つ
に
の
る
は
じ
め
て
の
夏

 
音
更
町
立
木
野
東
小
学
校 

４
年 

佐
藤
　
颯
音

【
講
評
】夏
休
み
に
家
族
で
札
幌
に
旅
行
し
た
経
験
を
作
品
化
し
て
い
る
。
初
め
て
地
下
鉄
に
乗
っ
た
感
動
を
素
直
に
表
現
し
て
好
感
が

持
て
る
。
上
の
句
の「
さ
っ
ぽ
ろ
の
ホ
テ
ル
に
と
ま
る
か
ぞ
く
で
ね
」に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

ひ
ら
ひ
ら
と
昼
寝
姿
に
ま
と
い
降
る
遅
咲
き
の
桜は
な

別
保
公
園

 

釧
路
市
立
鳥
取
西
小
学
校 

６
年 

山
根
　
悠
聖

【
講
評
】昼
寝
を
し
て
い
る
人
の
上
に
舞
い
散
る
桜
を
見
て
の
作
品
で
、
高
学
年
ら
し
く「
桜
」に「
は
な
」と
ル
ビ
を
振
っ
た
点
も
よ
い
。

釧
路
町
に
あ
る「
別
保
公
園
」と
い
う
公
園
名
で
結
ん
だ
体
言
止
め
が
効
い
て
い
て
、
実
際
に
そ
の
場
に
い
る
雰
囲
気
が
良
く
出

て
い
る
。
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カ
ン
カ
ン
と
馬
の
ひ
づ
め
が
鳴
り
ひ
び
く
同
じ
リ
ズ
ム
で
背
中
も
ゆ
れ
る

 

札
幌
市
立
北
白
石
小
学
校 

５
年 

鈴
木
こ
こ
ろ

【
講
評
】馬
に
乗
っ
た
体
験
を
作
品
化
し
て
い
る
。
ひ
づ
め
の
音
と「
同
じ
リ
ズ
ム
で
背
中
も
ゆ
れ
る
」と
高
学
年
ら
し
く
、
具
体
的
に
生

き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
て
好
感
を
持
っ
た
。

何
起
こ
る
二
つ
の
物
質
か
け
あ
わ
せ
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
待
つ
こ
の
瞬
間

 

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校 

４
年 

松
浦
　
結
斗

【
講
評
】科
学
の
実
験
の
様
子
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
の
物
質
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
と
ど
う
な
る
の
か「
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
」と
好
奇
心

を
前
面
に
出
し
、
さ
ら
に
下
の
句
の
体
言
止
め
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。

夏
休
み
友
だ
ち
よ
ん
で
お
祭
り
へ
お
め
ん
を
つ
け
て
屋
台
へ
む
か
う

 

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

６
年      

小
笠
原
え
み
り

【
講
評
】夏
休
み
に
み
ん
な
と
、
お
祭
り
に
行
っ
た
様
子
を
作
品
に
し
て
い
る
。「
お
め
ん
を
つ
け
て
」が
こ
の
作
品
の
見
ど
こ
ろ
で
、
み

ん
な
で
屋
台
へ
行
く
様
子
が
具
体
的
に
楽
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

思
い
出
は
修
学
旅
行
自
主
研
修
大
人
の
気
分
で
小
樽
を
た
ん
け
ん

 
札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

６
年 

部
田
　
梨
華

【
講
評
】修
学
旅
行
の
思
い
出
を
作
品
に
し
た
も
の
で
、
小
樽
の
街
で
の
自
主
研
修
で「
大
人
の
気
分
で
小
樽
を
た
ん
け
ん
」と
自
分
に
引

き
付
け
て
い
る
こ
と
で
成
功
し
て
い
る
。

分
か
れ
目
は
小
数
点
の
つ
け
忘
れ
競
っ
た
友
に
一
点
負
け
る

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 
６
年 

伊
藤
　
聡
美

【
講
評
】算
数
の
テ
ス
ト
で
小
数
点
を
つ
け
忘
れ
た
こ
と
で
、
友
達
に
一
点
負
け
た
悔
し
さ
を
作
品
に
し
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
友

達
と
は
成
績
を
競
い
合
う
仲
な
の
で
あ
ろ
う
。
高
学
年
ら
し
い
し
っ
か
り
し
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
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も
く
も
く
と
雨
降
る
雲
が
や
っ
て
く
る
高
校
野
球
は
９
回
の
裏

 

札
幌
市
立
西
野
第
二
小
学
校 

６
年 

山
内
　
楷
斗

【
講
評
】高
校
野
球
の
試
合
は
す
で
に
九
回
の
裏
、
も
う
す
ぐ
終
わ
り
な
の
に
雲
が
広
が
り
雨
に
な
り
そ
う
だ
と
心
配
し
て
い
る
作
品

で
、
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
最
後
の「
９
回
の
裏
」の
体
言
止
め
が
効
い
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
弟
一
緒
に
テ
レ
ビ
み
て
気
づ
い
て
み
る
と
一
緒
の
ポ
ー
ズ

 

札
幌
市
立
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校 

６
年 

中
田
　
陽
色

【
講
評
】ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
弟
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
あ
る
。
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
同
じ
ポ
ー
ズ

を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
を
作
品
に
し
た
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
。

「
お
母
さ
ん
」か
べ
の
向
こ
う
に
呼
び
か
け
る
近
く
て
遠
い
か
く
り
生
活

 

札
幌
市
立
伏
古
小
学
校 

５
年 

吉
原
　
悠
吾

【
講
評
】母
親
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
隣
の
部
屋
に
隔
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
壁
を
隔
て
た
隣
の
部
屋
に
い
る
母
に
呼

び
か
け
る
が
、
会
う
こ
と
の
出
来
な
い
も
ど
か
し
さ
を「
近
く
て
遠
い
」と
表
現
し
、
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

本
を
手
に
葉
ず
れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
早
く
め
く
れ
と
窓
打
つ
風
よ

 
札
幌
市
立
元
町
小
学
校 

６
年 

和
久
井
莉
子

【
講
評
】窓
の
外
の
葉は

擦ず

れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
読
書
を
し
て
い
る
と
い
う
、
な
か
な
か
お
洒
落
な
作
品
で
あ
る
。
下
の
句
の「
早
く

め
く
れ
と
窓
打
つ
風
よ
」と
風
の
擬
人
化
も
効
果
的
で
あ
る
。

ぼ
ん
お
ど
り
や
ぐ
ら
の
下
で
み
な
お
ど
る
姉
の
浴
衣
が
き
れ
い
に
見
え
る

 

苫
小
牧
市
立
清
水
小
学
校 
４
年 

川
﨑
　
嵩
仁

【
講
評
】夏
の
盆
踊
り
の
情
景
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
多
く
の
踊
り
手
の
中
で
も
、「
姉
の
浴
衣
が
き
れ
い
に
見
え
る
」と
姉
の
浴
衣
に
焦

点
を
当
て
た
こ
と
で
、
こ
の
作
品
が
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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落
ち
葉
ま
う
寒
さ
の
朝
に
あ
つ
着
し
て
友
の
家
ま
で
手
紙
を
置
き
に

 

中
標
津
町
立
中
標
津
東
小
学
校 

４
年 

横
山
　
に
こ

【
講
評
】何
の
手
紙
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
落
ち
葉
ま
う
寒
さ
の
朝
」と
上
の
句
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
良
く
出
来
て
い
る
。
寒
い
の
で
身

支
度
を
し
て
出
か
け
る
様
子
が
良
く
わ
か
り
、
丁
寧
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

緑
色
木
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
っ
た
ら
ぱ
っ
と
ひ
ら
け
る
黄
色
の
田
ん
ぼ

 

広
尾
町
立
広
尾
小
学
校 

５
年 

藤
原
　
好
花

【
講
評
】緑
色
の
木
と
黄
色
の
田
ん
ぼ
の
対
比
が
こ
の
作
品
の
目
の
付
け
所
で
あ
る
。
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
を
作
品
化
し
て
い
る
こ
と

が
明
確
で
、「
ぱ
っ
と
ひ
ら
け
る
」に
現
実
感
が
あ
る
。
季
節
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
あ
る
。

桜
の
木
春
は
桃
色
夏
緑
秋
は
赤
色
季
節
の
時
計

 

北
斗
市
立
上
磯
小
学
校 

５
年 

佐
藤
　
　
暁

【
講
評
】桜
の
木
が
季
節
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
様
子
を
丁
寧
に
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
変
化
す
る
様
子
を「
季
節
の
時
計
」と
捉
え
た
と
こ

ろ
が
特
に
優
れ
て
い
る
。
変
化
す
る
色
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
並
べ
た
の
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。

大
人
た
ち
子
ど
も
と
海
で
大
は
し
ゃ
ぎ
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
海
は
友
だ
ち

 
北
斗
市
立
谷
川
小
学
校 

４
年 

神
　
　
壱
星

【
講
評
】夏
の
海
で
遊
ぶ
大
人
や
子
供
を
よ
く
見
て
い
る
。
み
ん
な
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
様
子
が
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
下
の
句
の

「
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
海
は
友
だ
ち
」が
子
供
ら
し
く
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。
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中
学
生
の
部

「
お
は
よ
う
」と
言
え
ず
に
見
や
る
あ
な
た
の
背
中
明
日
は
言
お
う
と
心
に
決
め
る

 

厚
真
町
立
厚
南
中
学
校 

２
年 

鈴
木
　
ゆ
ら

【
講
評
】朝
の
挨
拶
は
あ
な
た
と
話
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
い
つ
も
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
相
手
の
背
中
を
見

つ
つ
明
日
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
様
子
が
何
と
も
微
笑
ま
し
い
。

「
ま
た
明
日
。」交
わ
す
言
葉
は
何
気
な
く
絆
の
階
段
ま
た
一
つ
登
る

 

石
狩
市
立
樽
川
中
学
校 

２
年 

福
島
　
美
月

【
講
評
】「
交
わ
す
言
葉
は
何
気
な
く
」と
も
挨
拶
を
交
わ
し
絆
は
深
ま
っ
て
い
く
。
今
日
も
仲
良
く
過
ご
せ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
が
伝
わ
る
。「
絆
の
階
段
」が
効
果
的
で
あ
る
。

明
日
へ
の
エ
ン
ジ
ン
吹
か
す
体
験
を
未
来
へ
生
か
す
整
備
士
の
夢

 
恵
庭
市
立
恵
み
野
中
学
校 

２
年 

西
村
　
日
向

【
講
評
】整
備
士
へ
の
夢
を
見
据
え
て
い
る
。
も
う
す
で
に
整
備
士
の
仕
事
の
体
験
を
し
た
よ
う
だ
。「
明
日
へ
の
エ
ン
ジ
ン
」は
、
整
備

士
と
し
て
扱
う
エ
ン
ジ
ン
に
も
か
か
っ
て
い
て
巧
み
だ
。

か
ら
回
る
一
方
通
行
恋
心
い
つ
か
絶
対
夢
中
に
さ
せ
る 

 

帯
広
市
立
川
西
中
学
校 

２
年 

前
多
　
夢
羽

【
講
評
】「
い
つ
か
絶
対
夢
中
に
さ
せ
る
」の
意
気
込
み
に
魅ひ

か
れ
た
。
あ
の
手
こ
の
手
で
相
手
を
夢
中
に
さ
せ
た
い
。
誰
も
が
通
る
恋

の
道
を
何
の
衒て
ら

い
も
な
く
表
現
し
て
い
る
素
直
さ
が
良
い
。
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月
並
み
に
君
と
の「
お
は
よ
う
」さ
り
げ
な
く
ポ
ケ
ッ
ト
で
手
が
虚
空
を
握
る

 

札
幌
光
星
中
学
校 

３
年	

岡
本
　
佳
晃

【
講
評
】君
に「
お
は
よ
う
」と
言
え
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
よ
う
に
手
を
握
り
し
め
た
の
で
は
な
い
か
。
抑
え
た

喜
び
の
表
現
が
生
き
て
い
る
。「
虚
空
」が
斬
新
で
あ
る
。

曽
祖
父
の
戦
争
体
験
語
り
継
ぎ
祖
母
・
母
・
僕
と
歴
史
を
紡
ぐ

 

札
幌
市
立
定
山
渓
中
学
校 

１
年 

伝
法
谷
篤
人

【
講
評
】戦
争
の
記
憶
の
あ
る
世
代
が
減
っ
て
き
て
い
る
中
、
詠う
た

い
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
だ
。
血
筋
か
ら
戦
争
を
自
分
に
引

き
寄
せ
て
詠
っ
て
い
る
姿
勢
が
頼
も
し
く
強
く
惹ひ

か
れ
た
。

積
丹
の
海
は
底
ま
で
透
き
通
り
夏
の
日
差
し
に
水み
な
も面
は
光
る

 

札
幌
市
立
西
岡
中
学
校 

１
年 

奥
田
　
佑
香

【
講
評
】平
明
な
言
葉
遣
い
で
、
積
丹
ブ
ル
ー
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。
写
実
に
徹
し
て
い
て
爽
快
感
が
あ
る
。
読
み
手
を
一
気
に
美

し
い
積
丹
へ
誘
っ
て
く
れ
る
力
の
あ
る
歌
だ
。

友
達
が
僕
と
話
す
と
見
上
げ
て
た
だ
け
れ
ど
今
は
僕
が
そ
の
番

 
札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校 

３
年 

鮎
原
　
颯
佑

【
講
評
】友
達
は
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
背
丈
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
不
思
議
な
気
持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
背
丈
と

い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
状
況
を
表
現
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
巧
み
だ
。

黄
昏
に
染
ま
る
浴
衣
の
君
探
す
追
い
か
け
る
僕
は
青
の
ス
ニ
ー
カ
ー

 

札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校 
３
年 

宮
﨑
　
杏
樹

【
講
評
】色
が
美
し
く
詠
わ
れ
て
い
る
。
黄
昏
色
、
青
、
そ
し
て
浴
衣
の
色
や
柄
は
読
み
手
に
託
す
こ
と
が
で
き
る
。
淡
い
思
い
を
連
想

さ
せ
る
趣
の
あ
る
歌
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
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友
達
に
な
ろ
う
と
君
の
一
言
が
嬉
し
か
っ
た
転
校
初
日

 

札
幌
市
立
南
が
丘
中
学
校 

２
年 

中
嶋
　
花
音

【
講
評
】転
校
初
日
は
不
安
で
一
杯
だ
。「
君
の
一
言
」が
ど
ん
な
に
心
強
か
っ
た
こ
と
か
。
素
直
な
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
も

な
お
、
良
い
友
人
関
係
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
歌
だ
。

ふ
と
思
う「
日
常
」と
い
う
毎
日
が
真
の
幸
せ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

 

札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校 

２
年 

栗
栖
　
有
咲

【
講
評
】作
者
に
と
っ
て
小
学
生
か
ら
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
。
多
く
の
我
慢
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
日
常
を「
幸
せ
」と
実
感
し
た
の
だ
。
語
順
や
話
し
言
葉
が
生
き
て
い
る
。

父
帰
宅
二
年
も
待
っ
た
再
会
に
心
躍
り
し
三
月
の
夜

 

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校 

２
年 

大
日
向
賢
哉

【
講
評
】父
は
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
父
に
会
え
ず
に
２
年
が
経
過
し
た
。
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
作
者
を
父
は

頼
も
し
く
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
再
会
の
時
を
具
体
的
に
詠よ

み
込
ん
で
い
て
良
い
。

気
が
つ
け
ば
僕
よ
り
母
が
小
さ
く
て
守
っ
て
あ
げ
る
と
決
め
た
夏
の
日

 
苫
小
牧
市
立
啓
明
中
学
校 

１
年 

近
藤
　
芦
羽

【
講
評
】ま
だ
中
学
一
年
生
だ
が
、
作
者
は
す
で
に
母
親
の
背
丈
を
超
え
た
よ
う
だ
。
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
様
子
が
わ
か

る
。
真
っ
直
ぐ
な
気
持
ち
が
初
々
し
く
、
良
い
親
子
関
係
も
窺う
か
がえ
る
。

い
つ
も
よ
り
少
し
大
き
な
月
を
見
る
君
と
見
つ
け
た
小
さ
な
幸
せ

 

苫
小
牧
市
立
青
翔
中
学
校 
２
年 

清
澤
　
侑
寿

【
講
評
】月
は
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
か
。
月
は
人
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
に
さ
せ
る
。
満
月
な
ら
尚な
お
さ
ら更
だ
。
君
と
見
上
げ
た
の
な
ら
殊こ
と
さ
ら更

だ
。「
少
し
」や「
小
さ
な
」と
控
え
め
な
表
現
だ
が
、
実
は
と
て
も「
幸
せ
」な
の
で
は
と
思
わ
せ
る
歌
だ
。
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あ
と
二
十
日
全
道
か
け
た
コ
ン
ク
ー
ル
夏
の
風
吹
く
青
春
の
汗

 

苫
小
牧
市
立
和
光
中
学
校 

２
年 

奥
井
　
杏
紗

【
講
評
】合
唱
、
あ
る
い
は
吹
奏
楽
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
。
全
道
大
会
ま
で
、
あ
と
二
十
日
間
し
か
な
い
の
だ
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

青
春
を
か
け
て
練
習
を
し
て
い
る
。
季
節
が
夏
で
あ
る
の
が
、
歌
の
雰
囲
気
を
増
し
て
い
る
。

リ
モ
ー
ト
の
授
業
に
マ
ス
ク
外
す
友
画
面
越
し
で
も
近
く
感
じ
る

 

立
命
館
慶
祥
中
学
校 

１
年 

戸
澤
茉
秀
子

【
講
評
】リ
モ
ー
ト
授
業
で
お
互
い
に
マ
ス
ク
を
外
し
て
出
席
し
て
い
る
。
離
れ
て
い
る
が
、
素
顔
が
見
ら
れ
て
近
く
に
感
じ
る
の
だ
。

素
直
な
実
感
だ
ろ
う
。
特
殊
な
場
面
と
気
持
ち
を
三
十
一
音
に
良
く
ま
と
め
て
い
る
。
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高
校
生
の
部

将
来
の
不
安
や
恐
れ
振
り
払
い
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
欲
し
い

 

帯
広
北
高
等
学
校 

２
年 

増
井
　
謙
太

【
講
評
】今
ま
さ
に
感
じ
て
い
る
気
持
ち
を
等
身
大
の
言
葉
で
過
不
足
な
く
表
現
し
て
い
る
。
思
い
悩
む
年
代
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の

歌
を
詠よ

め
る
作
者
な
ら
自
ら
考
え
、
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
出
せ
る
。

消
し
カ
ス
と
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
が
た
ま
っ
て
く
受
験
に
向
け
て
止
め
る
な
ペ
ン
を

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

安
達
　
　
滉

【
講
評
】受
験
に
向
け
て
自
分
を
叱
咤
激
励
し
て
い
る
。「
消
し
カ
ス
」ま
で
詠う
た

い
込
ん
で
い
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
。
懸
命
に
勉
強
を
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
の「
消
し
カ
ス
」だ
。「
止
め
る
な
ペ
ン
を
」が
効
果
的
。

実
家
か
ら
離
れ
て
気
づ
く
母
の
味
玉
子
焼
き
は
甘
い
の
が
好
き
。

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

髙
橋
　
聖
也

【
講
評
】今
は
寮
か
下
宿
生
活
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
家
を
離
れ
て
母
の
玉
子
焼
き
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
玉
子
焼
き
と
味
を
詠

い
込
ん
で
歌
を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
い
る
。
母
の
愛
情
は
大
き
い
。

合
宿
で
幾
度
と
解
い
た
難
問
の
テ
ス
ト
に
出
る
や
頰
ゆ
る
む
我

 

北
海
高
等
学
校 

１
年 

矢
口
　
蒼
真

【
講
評
】懸
命
に
勉
強
を
し
て
き
た
の
だ
。
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
て
か
ら
難
問
を
解
い
た
。
実
感
が
あ
り
面
白
味
の
あ
る
歌
に
も
仕
上

が
っ
た
。
１
年
生
か
ら
真
摯
に
合
宿
に
参
加
す
る
作
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。
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カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る
度
減
る
一
ペ
ー
ジ
そ
の
度
増
え
る
君
の
記
憶
が

 

北
海
道
旭
川
工
業
高
等
学
校 

３
年 

二
本
柳
和
記

【
講
評
】「
減
る
」「
増
え
る
」の
対
比
が
効
果
的
で
、
着
眼
点
が
新
鮮
な
歌
だ
。
月
日
を
重
ね
て
君
と
の
思
い
出
が
増
え
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
具
体
的
な
数
詞
も
歌
を
印
象
付
け
て
い
る
。

弾
け
て
も
弾
け
切
ら
な
い
胸
の
内
華
が
不
在
の
花
火
大
会

 

北
海
道
石
狩
南
高
等
学
校 

１
年 

松
倉
　
匡
耶

【
講
評
】暗あ
ん

喩ゆ

的
な
歌
だ
。
花
火
が
弾
け
て
気
持
ち
も
弾
け
る
の
だ
け
れ
ど
、
華（
＝
君
）
が
不
在
の
花
火
大
会
で
は
弾
け
切
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
複
雑
な
気
持
ち
を
表
わ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
巧
み
な
歌
で
あ
る
。

我
家
か
ら
き
れ
い
に
見
え
る
小
樽
港
若
竹
丸
も
係
留
中
だ

 

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 

１
年 

橋
本
　
遼
人

【
講
評
】坂
の
上
の
自
宅
か
ら
小
樽
港
を
見み

放さ

く
り
、
通
う
高
校
の
実
習
船「
若
竹
丸
」ま
で
見
え
る
と
い
う
。
船
に
乗
り
ハ
ワ
イ
沖
へ
実

習
に
行
く
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
だ
。
誇
ら
し
さ
も
感
じ
る
歌
で
あ
る
。

銭
函
の
日
差
し
ま
ぶ
し
い
七
月
の
駅
に
広
が
る
朝
の
海
の
香

 
北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 

１
年 

本
間
　
海
里

【
講
評
】写
実
的
で
す
が
す
が
し
い
一
首
だ
。
読
み
手
を
そ
の
場
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。
リ
ズ
ム
が
良
く
暗
唱
に
も
ふ
さ
わ
し
い
歌
に
仕
上

が
っ
た
。
具
体
的
に
地
名
を
詠よ

み
込
ん
だ
こ
と
、「
の
」の
多
用
が
効
果
的
で
あ
る
。

友
達
と
手
持
ち
花
火
が
消
え
る
ま
で
空
に
絵
文
字
を
魔
法
の
よ
う
に

 

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 
１
年 

本
間
　
結
衣

【
講
評
】短
い
夏
を
惜
し
む
よ
う
に
花
火
を
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
長
く
火
を
つ
け
て
い
ら
れ
る
か
を
競
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

絵
文
字
は
ハ
ー
ト
か
ダ
イ
ヤ
か
。
一
瞬
を
良
く
捉
え
て
一
首
に
ま
と
め
て
い
る
。
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ま
っ
し
ろ
の
実
習
服
に
身
を
つ
つ
み
魚
さ
ば
い
て
缶
づ
め
づ
く
り

 

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校 

２
年 

竹
中
　
來
南

【
講
評
】実
体
験
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
魚
を
さ
ば
き
、
缶
詰
に
し
て
蓋
を
す
る
工
程
ま
で
が
実
習
な
の
だ
ろ
う
。「
ま
っ
し

ろ
の
実
習
服
」が
初
々
し
い
。
事
実
だ
け
を
詠う
た

っ
て
い
る
が
楽
し
さ
も
充
分
に
伝
わ
る
。

雨
の
中
傘
も
差
さ
ず
に
駆
け
抜
け
る
急
な
坂
道
君
と
一
緒
に

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

１
年 

池
田
　
雄
喜

【
講
評
】作
者
の
高
校
は
急
な
坂
の
上
に
あ
る
。
雨
降
る
下
校
時
に
傘
も
な
く
、
一
気
に
坂
を
駆
け
下
り
た
の
で
は
な
い
か
。
君
と
一
緒

な
ら
雨
に
濡
れ
て
も
気
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
楽
し
ん
で
い
る
の
か
も
。
青
春
そ
の
ま
ま
の
歌
だ
。

夏
や
す
み
花
火
大
会
今
年
こ
そ
マ
ス
ク
外
し
て
皆
な
で
見
た
い

 

北
海
道
釧
路
工
業
高
等
学
校（
定
時
制
） 

２
年 

真
鍋
　
希
来

【
講
評
】口
語
体
で
素
直
な
気
持
ち
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
花
火
大
会
は
夏
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
友
達
と
の
仲
を
深
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
そ
ん
な
思
い
も
こ
の
歌
か
ら
伝
わ
る
。

奪
わ
れ
た
青
春
時
代
身
に
染
み
た
普
通
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
か

 
北
海
道
札
幌
北
陵
高
等
学
校 

３
年 

三
浦
　
佳
恋

【
講
評
】高
校
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
の
ず
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
。
す
で
に
３
年
生
と
な
り
、
回
顧
す
る
と
思
い
出
は
少

な
か
っ
た
の
だ
。
せ
め
て
普
通
の
生
活
を
し
た
か
っ
た
思
い
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
た
。

マ
ス
ク
な
く
画
面
越
し
に
話
し
す
る
君
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て
笑
う

 

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校 
３
年 

目
黒
　
夏
那

【
講
評
】高
校
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
た
。
画
面
越
し
で
は
、
君
の
素
顔
が
見
ら
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で

き
る
。
実
体
験
が
飾
り
気
の
な
い
素
直
な
言
葉
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
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暑
き
日
に
墓
参
り
行
き
セ
ミ
止
ま
り
祖
父
が
来
て
る
と
み
ん
な
で
笑
う

 

酪
農
学
園
大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校 

１
年 

鎌
田
　
真
子

【
講
評
】家
族
で
お
盆
の
墓
参
り
を
し
た
時
の
歌
の
よ
う
だ
。
お
墓
に
じ
っ
と
止
ま
っ
て
い
る
一
匹
の
セ
ミ
が
祖
父
の
化
身
に
思
え
た
の

だ
ろ
う
。
み
ん
な
で
笑
い
合
い
、
明
る
い
お
墓
参
り
と
な
っ
た
。


